

































































































































































































世界を意味し、女性が 文に親しむ 公的世界に介入することというニュアンスを持ったからである。キサキや女官など明確に公的立場 ある女性は別として、一般女性については、漢詩文素養は男性社会・公的社会との境界を侵犯するものとされた。
ところが一条朝においては、男性社会において漢詩文が遊興的に流行した め、私宴や日常会話など、私的





































































































































































































































































































な、詩作の方法も教えよう、逢瀬もできよ から⽜と答えている。和泉式部の歌は、彼女 漢詩を作る方法を知ら いことを前提としており 女性は漢詩文を作 ないという規範を、和泉式部も遵守していたということ
一条朝における漢詩文素養に関する社会規範と紫式部
(5)198































































































































































































































































































を行なっていることである。斉信から 文⽛蘭省花時錦帳 の部分がそれである。斉信が漢字で書き送って来たこの詩句を、清少納言は⽛らむしやう はなのとき…⽜ ように仮名で表記しなかった。もしそうしていたなら
ば
、ここには必ずや⽛と真名書きにて⽜云々の説明が必要である。だがその語句は無く、斉信の筆跡は
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































幸運をもたらした程の優秀さだった⽜ということである。文章生出身の父が言う⽛幸ひ⽜とは、おそらく息子が父と同じ道に進み漢詩文素養によ て朝廷 貢献し出世を果たすということであろう。つまり紫式部の漢詩文素養は、少なくともその学習の源泉と方向性 おいては、文章道を志す男子と同等だったのである。さらに父が⽛つねに⽜嘆いていたということは、彼女の耳学習が短期間では打ち切られず、一定程度継続したことを示している。
ここまできて、紫式部の主張はようやく輪郭を露わにする。漢詩文素養について紫式部が否を唱えるのは、











































































































































































































































































































































































































































































また⽝枕草子⽞に記され 彼の日常会話や朗詠など 在り方に明ら である。例え
ば
⽝枕草子⽞には、清涼殿































































































































































生の試験問題に答えた対策、すなわち答案である。対策では政に関わる問題を議論することが求められる。本詩の場合でも⽛鶏人⽜は時を告げる官人のこと り、鶏人が正しい時刻に天子 起こ ことによって時刻が正しく掌握され、政が正常に運ぶことを陳
べるのが本来の意と言える。しかしこの場面での伊周は、詩句のそ






































































































































































































































































































































































は、もの悪しき⽜と人の申すなるに、こ 内侍、後 はいみじう堕落せ れにしも、その故とこそ おぼえ侍り
し
か⽜と
評
す
る。中
関
白
家
の
漢
才
を
災
禍
に
結
び
付
け
る
見
方
を
鮮
明
に
し
て
い
る
の
で
あ
る。
⽝大
鏡⽞は
院
政
期
の
成
立
で
あ
る
が、そ
の
よ
う
な
見
方
の
種
は
夙
に
囁
か
れ
て
お
り(
25)、⽝紫
式
部
日
記⽞の
人
の
言
葉
は
そ
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
は
ないかと考える。
も
し
も
こ
の
憶
測
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、⽝紫
式
部
日
記⽞消
息
体
の
漢
詩
文
素
養
関
係
の
記
述
は、さ
き
に
定
子
と
清
少
納
言を批判した
ば
かりではなく、伊周をも加えた中関白家一家の在り方を否定していることになる。いっぽう漢
詩文素養関係記述の最終部分である
Ⅵ
の末には、彰子のために⽛新楽府⽜の豪華本を進上する道長の姿が描か
(26) 177
れている。これを考慮すれ
ば
、漢詩文素養関係の記述は、紫式部と彰子のみならず道長をも含めた、つまり道
長
家
の
文
化
的
在
り
方
を
是
と
し
て
終
わ
る
こ
と
に
な
る。す
な
わ
ち、
⽝紫
式
部
日
記⽞の
漢
詩
文
素
養
に
関
わ
る
主
張
は、
一条朝の文化を、その前半期を担った中関白家のものから現在の道長家のものへと質的に転換させようという、極めて政治的な主張なのであった。
これらの記述は、基本的には紫式部個人の信念を記したものだろう。だがそこには同時に、現在の政治状況
を反映した、女房としての政治意識が見て取れると考える。
文中に引用した作品および史料の本文は、次に依った。⽝内裏歌合
天徳四年⽞…新編国歌大観
⽝紫式部日記⽞
⽝和泉式部日記⽞…角川ソフィア文庫
⽝枕草子⽞
⽝源氏物語⽞
⽝大鏡⽞…小学館新編日本古典文学全集
⽝小右記⽞…大日本古記録注(
1)⽛
⽛真名書き散らし⽜ということ⽜(
⽝国語国文⽞一九九四年四月)
。
(
2)
関
口
裕
子
氏⽛平
安
時
代
の
男
女
に
よ
る
文
字
(文
体)
使
い
分
け
の
歴
史
的
前
提
ᴷ
九
世
紀
の
文
書
の
署
名
を
手
が
か
り
に
ᴷ
(笹
山
晴
生
先
生
還
暦
記
念
会
編⽝日
本
律
令
制
論
集⽞下、吉
川
弘
文
館、一
九
九
三
年
九
月)
、佐
藤
宗
諄
氏⽛女
流
文
学
形
成
の
社
会
的
背
景⽜(
⽝日
本
女
性
生
活
史⽞
1、東
京
大
学
出
版
会、一
九
九
〇
年)
、小
松
登
美
氏⽛和
泉
式
部
と
漢
学⽜(
⽝跡
見
学
園
短
期
大
学
紀
要⽞
13、一
九
七
七
年
三
月⽜
、志
村
緑
氏⽛平
安
時
代
女
性
の
真
名
漢
籍
の
学
習
ᴷ
一
一
世
紀
ご
ろ
を
中
心
に
ᴷ⽜(
⽝日
本
歴
史⽞
一条朝における漢詩文素養に関する社会規範と紫式部
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一九八六年六月)
等による。
(
3)⽝河海抄⽞引用の藤原穏子の日記⽝大后御記⽞の原形は仮名書きか漢文か不明と
される。(
石原昭平氏⽛日記文学の
発生と暦⽜
⽝平安文学研究⽞三一、一九六三年)
。
(
4)⽛それはまことしき文者にて、御前の作文には、文奉られしはとよ。
⽜(
道隆伝)
(
5)
注
2小松氏論文。
(
6)⽛
⽝枕草子大事典⽞(
勉誠出版、二〇〇一年)
⽛第
78段⽜三三二頁。
(
7)
写経等にもこうした所謂⽛場の許し⽜があり女性も躊躇なく真名を書いたと考
えられる。
(
8)
他の理由としては、作者に作詩の能力がないか不足であるということも考えら
れる。
(
9)
萩谷朴氏⽛枕草子を意識しすぎている紫式部日記ᴷ反発によ 近似、比較文学
の一命題⽜(
⽝二松学舎大学論集⽞一
九六七年)
など。
(
10)⽝白氏文集⽞巻十六 香炉峰下に新たに山居を卜して草堂初めて成り、偶東の壁
に題す、五首⽜の第四首。
(
11)
中
島
和
歌
子⽛枕
草
子⽛香
炉
峯
の
雪⽜の
段
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
白
詩
受
容
の
一
端
⽜(
神
戸
大
学⽛研
究
ノ
ー
ト⽜の
会⽝国文学研究ノート⽞第二五号
一九九一年三月)
。
(
12)⽝白氏文集を読む⽞(
勉誠社、一九九六年)
前篇第五章⽛白居易と江州⽜二一三頁。
(
13)⽝紫
式
部
日
記
の
表
現
世
界
と
方
法⽞(
武
蔵
野
書
院、二
〇
〇
六
年)
Ⅰ
⽝紫
式
部
日
記⽞の
表
現
世
界
第
二
章
消
息
的
部
分
の
展開と方法
三⽛いわゆる三才女批評の方法⽜一四三頁。
(
14)⽝源氏物語⽞
⽛帚木⽜で、漢詩文素養に秀でた博士の女が恋人の藤式部に捨てられることも、
現実の才女蔑視の一端
を戯画的に映したものと考えられる。
(
15)
箇所
Ⅱ
については、注
1拙稿でも詳細に考察した。
(
16)
詳細には拙稿⽛拒絶と順応ᴷ女房紫式部への自己陶冶ᴷ⽜(
南波浩編⽝紫式部の方法⽞笠間書院、二〇〇二年)
で考
察した。
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(
17)
いずれも⽝読む源氏物語
読まれる源氏物語⽞(
森話社、二〇〇八年)
第二十八章⽛
⽝紫式部日記⽞論ᴷᴷ⽛女／男⽜
へのまなざし⽜四六二頁。
(
18)⽛
⽝紫式部日記⽞消息体の主張
漢詩文素養をめぐって
⽜(
⽝紫式部日記の新研究
表現の世界を考える⽞新典
社、二〇〇八年)
。
(
19)
注
1拙稿。
(
20)
旧稿(
注
1拙稿)
では、この箇所は漢詩文を⽛自分が自発的に学習したのではないという主張
⽜であり⽛父が薫陶し
た
の
で
も
な
い
と
い
う
こ
と⽜で
あ
り、父
と
自
分
は
女
性
が
漢
詩
文
に
疎
遠
で
あ
る
べ
き
と
い
う⽛社
会
通
念
の
埒
内
の
も
の
だ
っ
た⽜と言おうとしていると指摘した。
(
21)⽛彰子の学びᴷ⽝紫式部日記⽞
⽛新楽府⽜進講の意味ᴷ⽜(
⽝国語国文⽞二〇〇七年一月)
。
(
22)
注
1拙稿。
(
23)⽝本朝文粋⽞巻十一。
(
24)
伊周の外祖父高階成忠や、その男の信順、道順など。
(
25)⽝小右記⽞(
寛弘八年十二月十五日)
は伊周の息子道雅について⽛成長自禍殃家、必又有凶歟、万人所推也⽜と記し
、
中関白家を家ぐるみ禍々しい存在と見ている。
一条朝における漢詩文素養に関する社会規範と紫式部
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